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カラー ディスプレイを使用した

システム コンソールの開発
Development of SYStem Console with Color Disp】aY

大規‡莫電子計算機センターでは,計算業務の多様化と処理這増加に伴って,セン

ター システムの設置が稜数化しているのが硯二伏である｡長を近では,更に日勤逆転化

によるオペレーション管王里の合理化,監視システムの拡充による運月J効率の向上な

ど経営の効率化を図るすう勢にある〔,

このような背景から,特に校数システム全体を効率的に逆転,f別御,監視すると

ともに,装置の増設,変更などに即応できる拡張怖が大きく,操作の少ないシステ

ム コンソmルが望まれていた｡

日立製作所は,この要求に応ずるため,従来のスイッチ パネル オペレーション

方式から,新しくカラー ディ スプレイ オペレーション方式を採用したプログラム

制御処理形式のシステム コンソールを完成した｡

山 緒 言

日立製作所における事務用計算機のシステム コンソ”ル堺1

の製造と販売は,昭和38年HITAC 3030を総括制御した円本国

有鉄道向けシステム コンソールに始まる約14年の歴史があ

る｡この間,主なユーザw間遠別には日本国有鉄道向け仕様1)･2),

日本電信電話公社向け仕様3)及び銀行証券業界｢叫ナ仕様を共盤

として発展･拡充し,数多くの製品を製造,販売してその有

用件と信根性をユーザー現場から得ている4)｡

システム コンソールは,運用面からみると校合言｢算機シス

テムにおいて各装置の構成制御,電i原制御,システム状態の

監視を,操作.卓のスイッチ パネルから操作員によって集中制

御するのが主な役目である｡

図1ほその利用形態を図示化したものである｡

Lかし,最近の民需ユーザーの計算機設置端境は,計算業

務の多様化と処理量増加に伴い,導入システムの多系列化,

装置の変更･改廃が増加しており､導入時のシステム コンソ

ールでこれらの変化を吸収し対処していくためには,より高

い拡張性と柔軟性が必要になってきている｡

これに伴い,システム コンソ【ルは新しい二つの動きが生

じている｡一つは,従来形のスイ ッチ パネル オペレーショ

ン方式淑2-の延長上で,拡張性と小形化を同るもの,他の一つ

は,拡張性とセンタM設備の自動化を重視し,操作員の負担

を軽減して円手首な運用監視を期待するものである｡

後者の要論に答えるものとして､最近カラー ディスプレイ

オペレーション方式のシステム コンソ【ルを開発した｡すな

わち,操作表示部としてカラー ディスプレイを,制御部とL
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てミニ コンピュータを使用し,専用ソフトウェアによr),来

秋な拡粘性と,操作の簡易化を強化するなど,ぎん新な思想

を採り入れた新しい指向のシステム コンソールである｡

図2にHITAC電子計算機におけるシステム コンソールの

変遷を示す｡

本稿は,特にカラー ディスプレイ オペレーション方式戦3)

のシステム コンソールの構成と運用形態を中心にその概要を

紹介する｡

臣l システム コンソールの概要

2.1特長と仕様

表1にカラⅥ ディスプレイ オペレーション方式のシステ

ム コンソ【ルの仕様を示し,その諸特長を二大に述べる｡

(1)機能仕様に関する特長

(a)従来製品に比べ,制御台数の増加を図り更に拡張性,

操作性及び安全性を考慮した▼二つの構成装置から成る,カ

ラー ディスプレイ オペレーション方式の新システム コン

ソールである｡

(b)操作性の簡易化を閉る高度なプログラム制御処理機能

を持っている｡

(2)拡張性に関する特長

(a)運用システムのシステム台数変更,構成装置の変更が,

プログラムの入替えと必要な利子卸部を追加することにより

可能である｡

※1) システム コンソール

複数の電子計算機において,装置の構成制石肌 運転状態などを集中制御管理し,機械装置の効率向上を図る装乱

※2)‾スイッチ パネル オペレーション方式

システム コンソ【ルの操作方式の一つ｡操作卓のキー,スイッチ及び表示ラン70から制御指令と運転状態を収得する｡

※3)カラー ディスプレイ オペレーション方式

システム コンソールの操作方式の--一つ｡キー ボード,カラー デイス70レイから制御指令と運転状態を収得する｡

*
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国l システム コンソールの利用形態 標準タイプの利用形態を示す｡
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図2 システム コンソールの変遷 拡張性の柔軟化に関Lて,制御処

王里装置が導入されてきた｡

(b)電†原設備､空調設備,ビル防災設備など,付′許設備と

の連係動作が,個別の制御部を追加することにより■吋能で

ある｡

(3)拙作惟に関する特長

(a)連用中の操作が,操作員と対話形式で,かつすべて拙

作卓のカラ【 ディスプレイ表示と,キー ボード又はライ

ト ペン才染作により■叶能である｡

(b)汎用ノ陪の文字表示端末装置の要領で,操作が可能なた

め,特殊装置という操作性の負担を軽減している｡

CRT

CRT

KB

ライト ペン

KB

ライト ペン

処理装置群

の監視制御

IR SW

入出力装置群

の切替制御

通信制御装置群

の切替制御

全装置

の電源制御

MSW

制御対象装置へ

図3- ハードウェア構成 ヵラーディスプレイオペレーション方式のシステムコンソールの構成と制御

対象を示す｡
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注:

CPU=処理装置

MD=磁気ドラム記憶装置

DTYニデータ タイプライタ

PTR=紙テープ読取機

CC=操作卓制御部

IOC=入出力制御部

IR=情報受信部

SW二=切替部

MSW=手動指令部

CRT=カラー ディスプレイ

KB=キー ボード



(4)デザイン構造に関する特長

(a)操作卓は,才菜作員になじみやすく,かつ計算機宗全体

のふんい気を和らげるデザイン思想を採り人れ,口､ソニ製作

所デザイン研究所の設f汁による｡

(b)操作卓以外の附属装置は,計算機案内での作業域境を

大きくできるようにするため,綬方に設置できる設計構造

である｡

(5)安全性に関する特長

(a)操作_卓のカラー ディスプレイは,∴毛糸であって通常

一つを主制御用として,他方は制御状態の監視表示用とし

て川いる｡障害時は随時予備機とLて切そ手性別ができる指

令系統である｡

(b)システム コンソール自身の障害に対しては,下垂肘旨令

部から手動で構成制御ができるので,道川システム系全山

停止の防_1上二ができる｡

(C)耐震対策を配癒した設計である｡､

2.2 ハードウェア構成

図3にカラー ディスプレイ オペレー｢ション方式のシステ

ム コンソールのハ】ドゥェア構成をホす｡本装置は,操作上i

が対云話形式でキー ポ【ド,又はライト ペンとカラーー ディス

プレイから接して,運用システム系の装置をHITAClOIIシス

テムのプログラム制御‾卜で処理する方式である5)(特開町子51-

90531,51-112244,51-112245)〔)

本装置は,制御処理装置,制御装置,拭作中から梢成きれ

ている｡

(1)制御処理装置

制御処理装置は,6権プ短の装置から構成されデー1タ タイプ

ライタ,紙テMプ読取機を除いて一つの装置に実装されている._｡

処理装置は,HITAClOII処二哩装置を吋休にして必要なプロ

グラムを磁気ドラム記憶装置から読みこ11し,操作卓又は制御

装置間のデータの授ノ受を制御する.〕メモリ谷品は標準タイプ

の機能仕様に対して20K語を備え,プログラム常駄区【由一とプ

ログラム動作区画用に使う〔)

磁気ドラム記憶装置は,プログラム及び制御動作に必要な

デⅥタが桁納されている-,トラム谷量は,65K語でプログラ

ム清一駐l束画,データ′削江lメニ画及び将来の拡づ圭主用lメニ画を配慮し

た春立である｡

操作卓制御部は,操作卓と通信回線インタフェース辟4で接

続され,処理装置内のプログラムに従って4,800ビット/秒の

通信速度でデータの授′受を行なう｡

入と11ブJ制御部は,制御処理装置と制御装置間を接続するた

めのもので,処理装置内のプログラム デ【タをリレーー信号に

変換し,制御装置との間で人rl-1カデータの授受を行なう｡

紙テープ言読取機及びデ…タ タイプライタは,初期プログラ

ム読込みやシステム運転履歴データの出力用とLて処理装置

に附属する｡

(2)制御装置

制御装置は,3種類の装置から構成され一つの装置に実装

されている｡

情報受信部は,運用中の各処埋装置からシステム データを

受信し,解読して制御処理装置に送る｡結果は操作卓で監視

情報とLて表示警告する｡

手動指令部は,制御処理業置からのプログラム制御が不能

になったときの予備装置として用意され,運用システムの全

面停止を回避する｡

切替部は,制御対象となる外部装置系への接続を制御処理

装置側,又は手動指令部側へ切り替えるスイッチ群である｡
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表l システム コンソール概略仕様 カラー ディスプレイ オペレ

ーション方式のシステム コンソール概略仕様を示す｡

項 目 イ士 様

表示方式

表示形式

表示色

キャラクタ ディスプレイ,20インチ高分解能

カラー フうウン管

赤,緑,白の3色(けい光体原色)

走 査 電磁偏后]スキップ スキャン

文 字 数 80字/行×24行/画面二l′920字/画面

文字種類 標準英数字仮名記号ほ8種,特殊パターン12種

7(構)×9(縦)ドット,約3.3｢【mX5.lmm表示
文字構成

面積

入力方式

制御処‡里方式

入力形式キーボード,ライトペン

+lSC6233に準拠したキ…配列の標準キー
キーボードボード

制御形式システムコンソール専用･管理プログラム

処理装置HITAC】011処理装置(20K語)

電源制御機能

l外部記憶
磁気ドラム記憶装置(65K語)

制御対象 l‾---3システムの電;原投入と一切断

制御台数 最高40台/システム

l～3システムの通常接続,一斉切替,個別

構成制御機能
制御対象

切替,手動切替制御

制御台数

表示対象

】

表示画面区画

最高30台/システム

監視表示機能

lシステム構成状態,電源制御状態,システム

運転状態,操作員入力情報,警報情報

4区画,構成情報,監視情報,操作情報,

送信マークの名･区画

16､32□c.20､一80%

動作条件

環 境

竜 三原 100V十10%,l≠.50/60Hz±lHz

通常は前二行に接続されている｡

(3)操 作 卓

監視表示するカラ【 ディスプレイと入力指令を行なうキー

ボードノ女びライト ペンから構成されている｡

操作性を亜祝した操作_【【iの外観を図4に示す｡

2.3 プログラム構成

図5にプログラム構成を示す〔,本装置のプログラムは,基

本処理制御機能を果たす専用の管理プログラム,運用システ

ム系を総括利子卸する応用処理プログラム,操作卓の入出力デ

ータを通信回線インタフェースで制御する操作卓削御プログ

ラム及びそれらのう垂絡機能を果たす通信管理プログラムとで

構成され,標準タイプの機能仕様で約15,000ステップ(機械語

が1命令を実行する単位)の容量である｡

管理プログラムは,磁気ドラム記憶装置をプログラム収容

装置とし,実時間処理で操作卓や制御対象装置群を制御する｡

主に割込解析処理,入出力制御処理,時間監視制御処玉里及び

通信制御処理を行ない,制御処理装置において操作卓や制御

装置のプログラム管理を行なう｡

応用処手堅プログラムは,応用例ごとにユーザー仕様により

決まる独自のプログラムである｡過信管理プログラムからの

担l線起動処理の結果,人力指令の解析を行ない応用処理プロ

※4)過信回線インタフェース

JIS C6361に定める電気的,機械的特性の]菟界面｡
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図4 システム コンソールの操作卓 ライト ペンを操作して,シス

テムの機器構成を計画寺旨令Lているところを示す｡

グラムの各種により電卓原制御,構成;別御,画面データの作成

などを実行する｡

操作卓制御プログラムは,通信管理プログラムからの音別御

指令に従い操作卓とのデータの授受を行なう()

通信管理プログラムは,二組み以+二の操作卓芦別御プログラ

ムと応用処理プログラム間の連絡機能とLて通信管理を行なう｡

61 運用形態

本装置は,複合計算機システムの中枢機能として装置群を

効果的に連用管理するもので,その運用形態例の皇塩つかを紹

介する｡

図6に表示画面の構成を示す｡

3.t 電源制御

電手原制御は,その自動化により確実なJンニ上りと作業準備時

専
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ユ
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電源制御プログラム

通常接続制御プログラム

一斉切替制御プログラム

個別切替制御プログラム

アラーム監視プログラム

スイッチ監視プログラム

ドラム制御プログラム

表示データ作成プログラム

回復処理プログラム

操作履歴記録プログラム

操作卓制御 プ ロ グ ラ ム

図5 プログラム構成 ヵラーディスプレイ方式のシステム コンソー

ルのプログラム構成を示す｡応用処理プログラムの構成は,ユーザー仕様によ

り柔軟性を持つ｡

問の無硝副二効果がある｡操作は,操作卓からのキー ボード指

令とライト ペン指令があり,ニこではライト ペンによる扱

いについて紹介する｡〕

(1)仝系の装置電源の自動投入

図7に電盲傾制御匝i面の例を示すrノ

第一の操作は,キー ボードの画面選択キーから電き原制御画面

を表示させる｡第__二の操作は,ライト ペンで担日面_L"TOTAL''

欄の"?ON-'の?マークと送信マ"クをタッチ操作する｡2

回の簡単な操作によって,仝系の装置電子原が自動投入できる｢⊃

電i悼利手卸が完三了すると､操作及び構成情報表示区画に正常終
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図6 表示画面の構成 三つの表示区画と送信マーク表示区画に分割されている｡
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)主:

1.A=構成情報表示区画

80字×19行=1,520字

B=監視情報表示区画

40字×5行=200字

C=操作情報表示区画

Cl～C3に細分割,C=見出L40字

Cl=キーボード入力表示 40字

C2=応答メッセージ表示 80字

C3=本装置状態表示 40字

D=送信マーク表示区画1字

2.□印は1文字当たりの表示面積を

意味する｡

3.行において左右□□印の間は図示

を略す｡
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図了 電源制御の表示画面例 ?マークは操作員にライト ペンから入

力指令をすることを勧誘している｡

了メッセ【ジと,その投入状態を｢]マMク+で緑色表示する｡

(2)仝系の装置電源のl二1動切断

第‥の操作は,(1)と同じくキー ポ【ドからノ屯が貞制御画面を

表示させる｡節‾‾‾二の操作は,ライト ペンで画向上`-TOTAL''

欄の"?OFF''の?マークと送イ言マークをタッチ拙作する｡

以上で仝系グ)装置電i煽が自動切断できる｡電源;別御が完了す

ると,操作及び構成情報表示区i可にjt常終了メッセージと,

その切断二状態を｢ロマーク_■で白色表ホする｡

(3)個別系の装置電順の自三軌投入と切断

前記(1)､(2)の要領で,電i憤制御i_晰由の個別系?マ【クを指

定することにより,装置`定子仮の自動投人文は切断ができる｢､

3.2 構成制御

過常接続,一斉切替,手動切件の各種瓶があり,その内容

はユーザー仕様によってプ央まる.コ 本装置から構成制御を指令

することにより確実で迅速な接続保証ができ,運転操作作業

の能率向上が期待できる｡

(1)通常接続

通常接続は,仝システム系装置構成の接続作業と状態確認

を自動化したものである｡操作は,操作中のキーー ボードから

図8 通常接続制御の表示画面例 電源の投入完了,オンラインCPU

の指定完了,及び機器の通常接続完了の各状態を緑色表示で判別しやすくして

いる｡

図9 個別切替制御の表示画面例 CPU系(横軸)とDISC系(縦軸)の

交点が緑色表示されると,系の接続が完了したことを示す｡

通常寸妾続指令メッセージの指令入力で開始する｡制御処理装

置は,直ちに制御装置を介して自重帥勺に構成制御を実行し,

接続が完了すると,操作及び構成情報表示区画に正常終了メ

ッセ【ジと,その接続二状態を｢ロマ"ク+で緑色表示する｡図

8に通常接続制御の表示画面例を示す｡

(2)一一斉切替

-一一斉切替は,白系システムの処理装置を他系システムの処

理装置と入れ替わる-一一斉切替作業及び確認を自動化したもの

である.フ 操作は,例えばオンライン システム閉処理装置Aを

オフライン

ナナなどで,

開始する｡

実行され,

常終‾rメ

システム兼予備機用処理装置Bと一斉切替する場

キー ポ【ドから一斉切替指令メッセージの入力で

指令入力後,両システム間で一斉切替が自動的に

接続が完了すると操作及び構成情報表ホ区酔‥こ正

ッセージと,その接続状態を｢]マⅧク.+で緑色表示

する｡)

(3)個別切替

個別切拝は,各システム系間でコンソール ディスプレイ,カ

ード了涜収機,ライン プリンタ,磁気テープ装置,磁気ディス

ク装置など,入出力装置群を単独に切替接続する作業と確認

を自動化Lたものであるし,操作は,キー ボードから切I)替え

したしゝ入Hl力装置別に個別切替制御画面を表示させる｡次に,

ライト ペンで切替したい人LL与力装置を指定することにより,

自動的に切替接続が実行され,接続完了メッセージと緑色｢ロ

マ【ク+で表示する｡

図9に個別切替制御の表ホ画面例を示す｡

(4)手動切替

手動1刀替は,システム コンソール障害によって構成制御が

不吋能となったとき,有効な機能である｡制御装置に実装の

手動指令部から､ロータリー スイッチで仝システム系装置の

構成制御を実行L,運用業務続行を可能にするものである｡

3.3 監視表示

システム糸の監視結果は,すべて操作卓カラー ディスプレ

イ上の操作情報表示区画と監視情報表示区画に表示されて,

をブザーで知らせる

表2に監視警報の代表的内容例を示す｡

79



330 日立評論 VO+,59 No.4(19了7-4)

シ ス テ ム コ ン ソ ー ル

[
果効

･単独系の装置電源

･共通系の装置電源

･計画的な自動手受入と切断の管理

･電源設備の過渡電流の最適制御

･電源切断時の他系への弊害防止

図10 システム コンソールによる自動化

寄与する範囲と効果を示す｡

･処理装置

･入出力装置

･通信制御装置

構成装置の集中管理

障害時､即応Lた自動切替が可能

けん制制御により構成変更の切替

ミス防止

･処王里装置

･通信制和装置

･システムごとの運転状態の監視管理

･オンラインシステム系の回線状態

の監視管理

･システム障害時の制御履歴の管理

電子計算機システムの自動化に,システム コンソールが

表2 監視警報の内容例 システム障害監視の表示メッセージ例を示す｡

()内に発生したシステム系のNo.が表示される｡

l

監視情報表示メッセージL 意 味 表示色

LINE ERROR( 〉 回 線 障 害 . 赤

M/T SWAP () 石義気テープ(M/丁)を交換せよ 赤

CD CO】N () コンソール装置の割込み終了Lない 赤

OPRAJARM()

SYSTEMERR()

操作員の操作ミス 赤

システム運転が不可能エラー

入出力装置エラー

赤

l/O ERR () 赤

赤PROG ERR () プログラム エラー

CD DOWN () コンソール装置エラー 赤

10CFAUJT () システム コンソール10C部に障害発生 赤

SW FAULT () システム コンソールSW部に障害発生 赤

赤lR FAUJT () システム コンソールIR部に障害発生

注:lOC=入出力制御 SW=切替IR=情報受信

巴 システム コンソールの今後の動向

4.1 今後の動向

システム コンソールに対して,拡張一性と操作性の大幅な｢Fり

上を要求するニーズは,今後ますます増大していく ものと思

われる｡これに対処するため,ハードウェアとしては,同形

表示機能の充実と,マイクロ コンピュータの採用などによる

低価格化が,今一後の課題となろう｡また機能面では,システ

ム全体の障害検知と自動回復機能,システム コンソール運転

操作の履歴記錦機能などの検討が課題になろう｡

一方,従来形のスイッチ パネル オペレーション方式のシ

ステム コンソールは,小形のスイ ッチ及び新表示素子の採用

による装置の小形化が,今後とも進められよう｡

4.2 自 動 化

将来の応用面では,高度な面で入出力装置の監視と入出力

装置に付帯する自動装てん設備との役割分担.,ビル監視設備
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･電源設備

･‾空調設備

･ビル防災設備

･電源設備,空調設備と連係して,

安全なシステム運転管理

▼ビル防災設備と連係して,安全な

システム運転管理

との連係分担及び自動構成制御技術などの研究が進1浸してい

く ものと思われる｡すなわち,規模の拡大化と高度化する計

算機システムに対L,乍#J的で調和のとれた運用管理技術の

向上がユMザ”にとって重要な課題の･･つになろう｡計算機

システムや計算機宇の自重わ化の研究が進歩しつつある傾向は,

その▼･つの表われであろう｡

図10にシステム コンソールが自動化に寄与する範囲と効果

を示す.｡

■】 結 言

以上,韓近のシステム コンソ【ルとしてカラー ディスプ

レイ オペレーション方式のシステム コンソール開発について,

装置の構メ戊,仕様と連用形態を中心にその概要を紹介した｡

/㌢緩も,i汁算機センターの主要課題の一つであるハードウ

ェア,ソフトウェア,計算機の運転などの連用管理の効率向

卜に仁r献できるよう努力を続けていく考えであり,Jムくいっ

そうの肋言を念原良したい｡

終わりに,本装置の開発に際し種々御指導,御助力をいた

だいた関係各位に対し.深く感謝の意を表わす次第である｡
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